
0 

 

               

 

 

 

 

       
 

 

CONTENTS 

 

１ 協会業務報告 

２ AIRIES 随筆(99)  コラム「異見会」（6）「仕事の原点はゲンバ」 

八木 美雄（前（公財）廃棄物・3R研究財団 専務理事、㈱アクトリー 技術顧問） 

３ 環境研究最前線（107） 環境研究総合推進費 平成 28年度新規課題の紹介(3) 

統合部会（旧全領域共通・領域横断部会） 

石井 克明・渋谷 一彦（プログラムオフィサー） 

４ 業務日誌 

 



 1 

 

 

 

 

 

空中で何回も身体をひねりながら回転する体

操選手など、自分と同じ「ヒト」とは信じられな

い卓越した選手達による熱戦が繰り広げられた

リオ五輪が、幕を閉じました。 

日本選手団が大活躍し、獲得したメダル数は金

12、銀 8、銅 21 の計 41 個で過去最多になったと

マスコミが大々的に報じていましたね。競技数・

種目数が増加してきている（1964 年の東京五輪

では 163 種目、リオは 306 種目）ので、単純に

過去のメダル数と比較するのは無理があるよう

な気がして、国別順位を調べてみたところ、今回

の 41 個は上から 7 番目ですが、1964 年の東京五

輪の時は 4 番目（ちなみにメダル数は 29 個）、そ

の直後の 1968 年のメキシコシティー五輪と

1972 年のミュンヘン五輪では 5 番目でした。 

我が国に限らず、これまで開催国は好成績を挙

げてきており、たとえば今回 8 位のオーストラリ

アは 2000 年のシドニー五輪では 4 位、今回 11

位の韓国は 1988 年のソウル五輪では 6 位、42

位のメキシコは 1968 年のメキシコシティー五輪

では 15 位でした。また、前回のロンドン五輪を

開催した英国は今回も好調を維持し、3位でした。 

こうしてみると、2020 年の東京五輪は、野球、

ソフトボール、空手などが加わることもあり、今

回以上のメダル獲得が期待できそうですし、その

後もしばらくは上位にとどまることができるか

もしれません。でも、日本で 3 回目の夏の五輪が

開かれることがあるとすると、その時にはどうな

るのでしょうね。 

リオ五輪でメダル獲得数の上位を占めたのは、

ほとんどが先進国で、人口が日本の 10 倍のイン

ドは 2 つで、2 倍のインドネシアは 3 つにすぎま

せん。日本より人口が多い他の途上国を見ると、

パキスタン、バングラデシュはメダルなし。ナイ

ジェリアは、現地入りが日本戦の 7 時間前になっ

たにもかかわらず日本に勝ち話題になったサッ

カーでの銅メダルのみです。 

しかし、将来的には途上国がスポーツに一層力

を入れられるよう発展し、日本のメダル獲得数が、

10 倍以上の人口を抱える中国やインドの 10 分の

1 以下という日がきてもおかしくないですね。 

そうなったら、温室効果ガスの国別排出量の比

較の際に行われることがあるように、単位人口当

たりや GDP あたりのメダル数で成果が報道され

ることになるのかもしれません。 

さて、協会の業務ですが、環境研究総合推進費

関係では、継続課題の中間評価のためのヒアリン

グの研究部会がすべて終わり、平成 27 年度終了

課題の最終報告書のPOによる査読も終了しまし

た。平成 28 年度のパンフレット（日本語）もで

きあがりました。また、10 月中旬に予定してい

る一般向けの成果発表会の発表課題が決まり、チ

ラシの作成等の開催準備を進めているところで

す。 

CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・実証

事業関係では、二次募集が行われていましたが、

8 月上旬の評価委員会でのヒアリングを経て採択

事業が決まりました。また、パンフレットの作成

準備も行っています。 

引き続き、みなさまのご指導・ご支援のほど、

よろしくお願いいたします。
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昭和 50 年代初めの１年間、姫路市郊外の浄水場

建設現場で現場監督を経験しました。 

 

１．土木について 

 大学では工学部土木工学科で学びましたが、専

門課程に入り、土木試験実習の土質とコンクリー

ト試験の実習で立ち往生しました。 

 細かい粒子から構成される土は、含まれる水分

量で、その性質はがらりと変わります。この性質

を調べるために、ガラス板上で土を練って一定の

棒状にするなどの操作を行ったあと、その状態で

の含水比を求めると、土質の重要指標である塑性

限界と液性限界が求められます。 

しかしながら、20 歳の若き感性にとって、この

試験方法は極めて非科学的なものに思えて、学問

的興味をすっかり失ってしまいました。詳細は省

きますが、コンクリートのスランプ試験などでも

同様の感慨を持ちました。 

40 数年後の今なら、土やコンクリートという得

体の知れないモノの現場に即した工学的試験法だ

と云うことは、十分に理解できます。ちなみに、

BOD（生物化学的酸素要求量）だって水中の有機

物量を総体的に溶存酸素量で計っているのですか

ら・・・。 

 ということで、土木工学科在籍中、衛生工学講

座での卒論と修論を選択し、卒業後、厚生省（現

厚生労働省）に入り、水道、廃棄物、環境など、

純粋土木とは異なる衛生工学関係の業務に就くこ

ととなりました。しかし、運命のいたずらか、入

省 4 年目に土木現場に勤務することになりました。 

 

２．現場勤務 

 厚生省で 2 年勤務した後、昭和 51 年に兵庫県企

業庁に出向し、1 年目は、元町の県庁で管路の異形

管防護の設計基準の作成などに従事し、2 年目には、

姫路市の北方 10km、一級河川市川に面した甲子園

球場の三倍の広さを持つ兵庫県企業庁船津浄水場

の建設現場に勤務することになりました。 

現場では、170 枚余りの図面をもとに、共同溝

の他、池回りの配管（ダクタイル鋳鉄管、鋼管、

塩ビ管）から排水用のヒューム管まで、あらゆる

種類の管の布設を任されました。設計、積算、図

面書き、入札、そして工事監督まで担当し、一年

間に２回設計変更を行い、30 枚位は新しい図面も

     

設計施工した歩道橋(2000 年 8 月)                       歩道橋、市川堤防と甲山 
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描きました。 

 思いがけない現場勤務で面食らうことばかりで、

特に困ったのが、現場用語。メートルは円、セン

チメートルは銭と呼びますので、1 円 50 銭とは

1m50cm のこと。天端(てんば)（構造物の最上部の

こと）、墨
すみ

出
だし

（捨てコンクリートの上に配筋用に墨

を引くこと）、箱抜き
は こ ぬ き

（コンクリート打設時に予め

発泡スチロールを埋込み配管用空間を確保するこ

と）、金抜
きんぬき

設計（入札用に金額を抜いた設計図書の

こと）等々。やがて、1、2 ヶ月もすると、シュミ

ットハンマーによるコンクリート強度試験やトル

クレンチを使ってのダクタイル鋳鉄管メカニカル

継手の締め具合の確認などの作業にも習熟し、ヘ

ルメットとグレーの作業服も体に馴染んできまし

た。 

 管布設は机上で考えれば、簡単そうにみえます

が、現場に出てみると、配管用の掘削断面の制限、

配管後の埋戻しなど工事施工には神経を使う必要

があり困惑することばかりです。現場経験が積重

なってくると、マニュアルで示された何気ないほ

んの一行の中に込められた含蓄のある意味も理解

できるようにもなり、仕事のスケジュール管理

（段取
だんどり

）の重要性も骨身に沁みて覚えることがで

きました。 わずか１年間の現場経験で得たゲン

バのノウハウは、水道や廃棄物処理施設の補助事

業の技術審査や地震対策の指針作成などのハード

面の業務に大いに役立ち、今でも、現場的センス

が求められる場面で、有形無形に大いに活かすこ

とができています。 

 もっとも、若き日の現場経験は、理屈を百万弁

弄してもモノは造れないぞという固定観念を強め、

役人の法律読みを軽視する傾向も併せて生んだの

も事実かもしれません。 

 

３．浄水場を訪ねる 

 10 数年前、神戸に行った帰りに、思い切って、

懐かしい浄水場を訪ねることにしました。姫路駅

前のバスターミナルから、バスに乗って 30 分ほど

で終点の江鮒団地に着きました。 

 早速、播但道沿いの道を進み、浄水場の脇を通

り、市川に向かいました。遠くに、市川の堤防と

浄水場を結び農業用水路をまたぐ歩道橋が見えて

きました。地下埋設物の設計施工が主な現場経験

の中で、地上構造物として唯一手掛けたのが、こ

のわずか数 m の小さな歩道橋。 

 往復 3 時間半かけて通った現場勤務は、生易し

いものではなく、初めての関西ということもあっ

て精神的にシンドイことも多かったのも事実です。

しかし、20 年以上の歳月を経て存在する歩道橋は、

若き日の貴重な現場経験を、静かにそして優しく

語りかけてきてくれました。

 

 

 

 

 

 姫路駅前通り、正面に姫路城 
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平成 28 年度の新規採択課題から、統合部会（旧

全領域共通・領域横断部会）の 6 課題についてご

紹介します（掲載の概要及び図は環境省 HP より

引用、一部改編して紹介）。 

統合部会は、環境研究総合研究費で複数領域に

同時に寄与する Win-Win 型の研究開発、複数領域

間のトレードオフを解消する研究開発に関連した

研究を推進しています。すなわち、低炭素社会、

循環型社会、自然共生社会、安心安全社会を統合

し、持続可能な社会の実現が目標になっています。 

なお、平成 28 年度新規採択課題の詳細について

は、推進費 HP

（http://www.env.go.jp/policy/kenkyu/suishin/ka

dai/new_project/h28/h28_new_project.html）にて

ご覧になれます。 

 

◎1-1601：循環型社会政策の効果評価と導入支援のための資源利用・廃棄物処理モデルの構築 

（H28～30年度） 

研究代表者：大迫 政浩（（国研）国立環境研究所） 

 

本研究は、3R 政策や今後の社会変化が我が国の

資源利用や廃棄物管理に与える影響を定量的に算

出できる物質フローモデルを構築した上で、将来

ビジョンとその達成に向けた政策・取組を設定し、

それらの政策導入量を定量的に示すものである。 

本研究では、第一に、国立環境研究所で開発し

てきた物質フロー・ストックモデルとプロセスモ

デルからなる国レベルのモデルをベースに、新た

な施策導入をきめ細かく表現できるモデルへの改

良・拡張を行う。モデルの改良・拡張は後述する 6

つの視点（資源・2R（リデュース・リユース）・地

域循環などの政策展開）に着目して行い、これら

の施策の進捗状況を計測する新たな指標群を併せ

て提示する。第二に、これまでの 3R 政策が物質フ

ローに与えた影響について定量的な調査・評価を

行い、そのうえで将来ビジョンを達成するための

政策パッケージを設定し、開発したモデルを用い

た分析により政策の導入量や効果の算出を行う。 
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◎1-1602：フィールド調査とロボット・センサ・通信技術をシームレスに連結する水域生態系モニタリングシステム

の開発（H28～30年度） 

研究代表者：海津 裕（東京大学） 

 

 本研究は、ラムサール条約湿地を中心とした湿

地の保全や再生の推進を行うため、フィールド調

査と最新のロボット技術をシームレスに繋ぐこと

を目標としている。ドローンやフィールドサーバ

ー、ロボットボート等を用い、湿地の生態系（水

鳥や植物、昆虫等）を対象とした低コストかつ効

率的な監視・管理技術の開発と、その活用のため

のガイドライン・マニュアルの作成を行う。 

 

 

 

 

ミッション：宮城県伊豆沼・内沼をベースに最新ロボット技術を用いて，水鳥を軸とした生態系の監視に有用な、低コスト

かつ高ユーザビリティを有する総合的モニタリングシステムと管理用ロボットを開発。マニュアル・ガイドラインを整備し

本技術を全国の湿地に普及可能な物とする。 
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◎1-1603：総合的アプローチによる東南アジア地域での分散型生活排水処理システムの普及に関する研究

（H28～30年度） 

研究代表者：蛯江 美孝（（国研）国立環境研究所） 

 

 本研究は、政策・社会実装に直結した制度の確

立と技術の現地化を連携させた総合的なアプロー

チに基づく研究開発を行う。具体的には、インド

ネシアにおいて構築してきた分散型汚水処理に係

る産官学のネットワークを活用し、政策・社会実

装に直結した制度の確立と技術の現地化を連携さ

せた総合的なアプローチに基づく研究開発を行う

ことで、我が国の分散型技術をインドネシアおよ

び東南アジア地域に展開するための道筋を付ける。

2015 年の ASEAN 経済共同体の発足など域内経済

の活性化が進むなか、関連制度の地域標準化を進

め、市場規模の統合・拡大と技術開発を促進する。
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◎1-1604：ミズアブの機能を活用した革新的資源循環系の確立（H28～30年度） 

研究代表者：藤谷 泰裕（（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所） 

 

本研究ではまず小スケールの資

源循環系を立ち上げ、幼虫の食性を

利用して食品残渣等の湿潤性廃棄

物を減量化する処理工程を開発す

る。また、年間を通して安定した昆

虫生産と廃棄物処理を可能にする

ミズアブ人工繁殖の基礎的知見を

得る。その後これらの検討に基づい

て大規模スケールでの資源循環実

証を行う。処理に供した後の幼虫・

サナギは水畜産飼料への利用や、昆

虫生産残渣の植物生産への利用の

価値を評価し、資源循環に基づいた

食料生産を実証する。

 

 

 

◎1RF-1601：海洋生物の防御機能を模倣したバイオマス循環型船底付着阻害剤の合成的探索研究 

（H28～29年度） 

研究代表者：梅澤 大樹（北海道大学） 

 

本研究では、フジツボなどの船底付着生物

に対し、付着阻害活性有機化合物を合成し付

着阻害試験を経て、有望化合物を見出すこと

を目的とする。船舶への付着は化石燃料の浪

費を引き起こす。付着防止のため、スズ化合

物が長年使用されたが、メスの巻貝のオス化

などを引き起こした。2008 年に「船舶の有害

な防汚方法の規則に関する国際条約」によっ

て、スズ化合物の使用は禁止され、代替品の

開発が求められている。そこで、海洋生物の

防御機能に着目し、その防御官能基をバイオ

マスに導入することで、優れた化合物を創生

することを目指す。 
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◎1RF-1602 ：多チャンネル放射能深度分布測定器の実用化と In-situ測定法の確立（H28～30年度） 

研究代表者：井上 一雅（首都大学東京） 

 

スクレーパープレートを用いた深度分布調査は、

土壌採取場所に制限があり、土壌採取およびその

測定に膨大な時間を要する。さらに、実験室に搬

入した汚染土壌は測定後に放射性廃棄物となり、

これらの処理が課題となっている。そこで、既存

のスクレーパープレート法を用いた調査を補うも

のとして、土壌採取の必要性がなく、任意の場所

で効率的に測定でき、測定結果が現場で確認でき

る簡易調査技術の開発と実用化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

協会ニュースに会員からの投稿を募集中！  

 

協会会員相互の交流の場として、会員の皆様からご執筆頂いた文章を掲載する「AIRIES

随筆」コーナーを設けております。内容は近況報告、趣味、雑感、研究状況、協会業務の

改善の提案等、また、法人会員の場合には活動の紹介も含め、協会ニュースの１頁程度（約

1,300 字程度）を想定しています。 

なお、本協会ニュースは、会員の皆様に配布されると同時に協会のホームページに公開

されますので、ご承知おき下さい。 
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2(火)：環境推進費環境推進費 中間評価ヒアリング（資源循

環）を開催(全日通霞が関ビル) 

環境推進費 担当課題打合せ（環境省） 

CO2 対策事業 検討会に出席（大洗） 

3(水)：環境推進費 中間評価ヒアリング（Ｓ-13）を開催 

    CO2 対策事業 施設見学（東京） 

4(木)：CO2 対策事業 評価委員会を開催 (商工会館) 

5(金)：環境推進費環境推進費 中間評価ヒアリング（安全確

保）を開催(全日通霞が関ビル) 

CO2 対策事業 検討会に出席（東京）  

8(月)：環境推進費 担当課題打合せ（東京） 

18(木),19(金)：環境推進費 アドバイザリーボード（アド）会合

及びセミナーに出席（札幌） 

22(月)：環境推進費 アド会合に出席（つくば） 

     環境推進費 現地調査（佐賀） 

24(水)：環境推進費 キックオフ会合に出席（環境省） 

25(木)：環境推進費 担当課題のワークショップに出席 

（東京） 

26(金)：CO2 対策事業 検討会に出席（十日町） 

30(火)：CO2 対策事業 検討会に出席（東京） 

31(水)：環境推進費 戦略研究課題打合せ（環境省） 

     環境推進費 担当課題打合せ（東京） 

      CO2 対策事業 検討会に出席（東京） 

31(水)-9/2(金)：エアロゾル科学・技術研究討論会に参加 

（大阪府立大学） 

 

＊環境推進費：環境研究総合推進費研究管理・検討事業 

CO2対策事業：CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・

実証事業 

 

  

〒110-0005 東京都台東区上野 1-4-4 

 TEL：03-5812-2105 

 FAX：03-5812-2106 

 E-mail：airies@airies.or.jp 

 Homepage：http://www.airies.or.jp 
(日本学術会議協力学術研究団体) 

 


